
平成26年以降、全国的に大麻事犯の検挙人員が増加し続けており、今後も
大麻乱用者の増加が危惧されています。

全国の傾向と同様、神奈川県警察の大麻事犯の検挙人員も増加しており、
特に中学生、高校生等の青少年や20歳代の若年層による大麻乱用者の低年
齢化が社会問題となっています。

近年、インターネット等では、「大麻は健康に悪くない」、
「医療用として病気を治すことができる」、「大麻を合法化す
る国がある」等、大麻の有害性や危険性を否定する情報が
流されていることも、大麻に対する警戒心や恐怖心を低下
させ、若者を大麻乱用に引き込む要因になっています。

大学の薬学教授等の研究結果では、大麻には、

等、身体や精神に悪い影響を及ぼす大麻の害悪性が医学的・科学的にも証明
されています。

「大麻ぐらいなら大丈夫」といった安易な考えは、絶対に間違っています。

○薬物の乱用は
家族家庭崩壊のもと・各種事件事故・各種犯罪発生のもとです

○薬物の乱用は
奈落の底への落とし穴、悲しみのどん底への一本道

精神の破壊

情緒不安定、集中力低下、

記憶力低下、幻覚妄想、精神錯乱

身体の破壊

脳障害、気管支炎、不整脈、

免疫力低下、生殖機能障害

薬物の乱用は
何時でも、何処でも、誰でも、とにかく駄目よ！！
ダメダメ。ダメゼッタイ！


